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孟as(i)- -i(ws･ 入醐 )as(i), (4)


























































a!(i) - eiwst[(-･hsa.i+(1+hs)as)e~Kき`e-t'+(1+兎S)(a.仁 hs)eK,恒tl], (19)
as(i)-e~'lUsL[((1+兎B)a･,-r-LsaDe一項 ~り 一兎S(a･,-aDe項 10], (20)
となり,散逸を考慮した場合の生成消滅演算子を得る.





+e2Ks(叫 [(1+兎S)a仁 (1+兎S)as]十 hsas+毎 Ts]
+e~2K.(叫 ト hsasf+(1+兎S)as°(1+兎S)as一兎sa!]･ (21)
を得る.
ここで,signal系は,i-Oでcoherent状態
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兎j- (eu,'T--1)-1, (ford -S,p)
である.signal系,probe系の生成消滅演算子は正準交換関係が成り立つ.


























･3 - 去L,t′'tldt(坤 )･hS(i)
(8rZ)-I(Al･Al+
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4R(1-R)F(免a)a･(W ･7(1- ne-3,) (hs,a),





0.1 0.2 0.3 0.4 0.5
図2:縦軸は測定誤差,横軸はT.
ら順にProbelaser光子数が (瑚 a-100,200,500,5000の場合を示した･図2より,probelaser
の光子数を十分大きく取れば測定誤差を小さくはできるが,散逸を考慮すると,測定誤差 (読
み出し誤差)をOにすることはできない.つまり,散逸のため測定精度に限界(散逸による量子
限界)が現れる･従って,井元らが提案した測定装置では,この散逸による量子限界が現れる
ため,光子数のQND測定は不可能である.
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